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【問1】食品表示検定を知ったきっかけは ＜複数回答可n＝2,047＞

勤務先・学校から
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上記以外の知人から

3%

インターネット
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その他の回答（一部抜粋）

・転職活動の際に、食品表示検定必須、優遇資格の

企業があった

・ハローワークの求人の必要資格欄を見て興味を持った

・転職活動の際に、食品関連の資格一覧を見て

・会社の褒賞制度にあった

・取引先の方の名刺にマーク、資格名の記載があった

・書店でテキスト本を見て

・家族に薦められて

・新聞記事、雑誌

・テレビ番組

※全体の7割が「勤務先・学校」より食品表示検定試験の情報を入手し、また受験のきっかけと
されています。
※人材募集の条件に、食品表示検定の資格取得者を優遇されている企業・団体も増えているよう
です。
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【問2】食品表示検定受験の目的は ＜複数回答可n＝6,121＞
0 200 400 600 800 1000 1200 1400

業務に必要なため

興味があった

上司からの指示

同僚・知人から勧められて

食品表示をチェックする力量を向上させるため

食品表示を作成する力量を向上させるため

食品表示を説明できるようにするため

食品表示を見て理解できるようにするため

食品表示診断士の資格を取得するため

就職・転職活動に生かすため

その他

初級 中級 上級

その他の回答（一部抜粋）

・部下に取得させるための手本

・昇格要件に必須だったため

・知識の証明のため、現在の力量を確かめるため

・アレルギーのある子どもに安全な食事をつくる

ため

・食品製造業に転職したから

・管理栄養士なので食の分野について知識を

増やしたかった

・ペットフードの表示に活かすため

・学校で受けるよう勧められたから

※受験の目的は「業務に必要なため」が全体の件数の33％を占めています。
また赤枠内4項目の回答からも、職場等で食品表示の力量アップが必要とされており、多くの方
が明確な目的意識を持って受験に臨まれているようです。
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【問2】食品表示検定受験の目的は【合格級別】 ＜複数回答可n＝6,121＞
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33%

27%
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※初級は新入社員の方や学生、主婦の方も多く、まずは「食品表示を見て理解できるようにする」
ことを目的とし、受験される方が多くなっています。
※中級、さらに上級になるにつれ「表示を作成する力量」及び「表示をチェックする力量」アップ
を目指し、指導ができる立場を目指される方が多いようです。

食品表示の力量アップに関する前ページの赤枠内4項目について、級別に回答割合を記したのが下記
グラフです。
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【問3】受験のための勉強方法として何を活用しましたか ＜複数回答可＞

認定テキスト

55%

食品表示検定対策セミナー 10%

オンデマンド講座（初級）

2%

問題集（初級）

25%

勤務先勉強会

3%

食品表示基準、Q&A

4% その他

1%

【初級】（n=805）

認定テキスト

54%

食品表示検定対策セミナー 25%

オンデマンド講座（初級）

0.4%

問題集（初級）

3%

勤務先勉強会

4%

食品表示基準、Q&A

11%
その他

3%

【中級】（ n=2,187）

認定テキスト

（中級）35%

食品表示検定対策セミナー

24%
オンデマンド講座（初級） 0.6%

問題集（初級）

1%

勤務先勉強会

4%

食品表示基準、Q&A

33%

その他

2%

【上級】（ n=621） その他の回答（一部抜粋）

【初級】
・ＨＰ掲載の過去問など
【中級】
・ＨＰ掲載の過去問など ・通信教育（PHP）
・群馬県の食品表示のガイド ・東京都発行の資料
・合格者からのアドバイス ・消費者庁に問い合わせ
・スーパーや量販店などの店頭で食品表示内容確認
・学校での勉強会 ・有志による勉強会
【上級】
・消費者庁の食品表示ガイド、東京都のハンドブック
・スーパーや量販店などの店頭で食品表示内容確認
・官公庁、自治体のすべての資料 ・合格者による勉強会
・外部のセミナー資料 ・関連書籍
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【問4】食品表示検定受験のための受験勉強期間はおおむねどれくらい

ですか ＜n＝1,925＞

40%
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【初級】（n=481）

21%
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21%
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1% 0%

【中級】（n=1,211）
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36%
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【上級】（n=233）

※合格するための受験勉強期間は、初級は4割が1か月未満と短期集中型、全体の9割近くが3か月
未満となっています。
※中級は約半数が3か月程度の勉強期間となっており、3か月以上の方も約3割あり、初級に比べ
多くの期間を勉強にあてられています。
※上級は勉強期間に個人差がありますが、半年以上の方も3割、中には1年以上も勉強期間にあてて
いる方もおられ、長期間に渡り準備されています。
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【問5】食品表示検定受験のための総受験勉強時間はおおむねどれくらい

ですか ＜n＝1,925＞

20%

52%

19%

8%

1%

【初級】（n=481）

8%

37%

36%

15%

4%

【中級】（n=1,211）

2%

10%

30%

29%

29%

【上級】（n=233）

※合格するための受験勉強時間は、初級は7割程度の方が30時間未満となっていますが、中級は30
時間以上の方が半数を占めています。
※上級は勉強期間同様勉強時間にも個人差がありますが、60時間以上の方が約6割を占め、100時間
以上の方も3割となっています。
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【問6】食品表示診断士の取得は業務および日常で役にたっていますか
＜n＝1,925＞

501

1038

386

0

200

400

600

800

1000

1200

大変役に立っている 役に立っている これまでと変わりない

※合格者全体の約8割の方に、食品表示診断士の資格所得を日常業務で役立てていただいています。
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【問7】食品表示に関する情報収集はどのようにされていますか
【合格級別】＜複数回答可n＝3,283＞

消費者庁のHPを

チェックしている

21%

食品表示に関する

セミナーを受講し

ている

8%

業界団体からの情報を確認している

27%

食品表示検定協会の

HP、メールマガジン

をチェックしている

36%

その他

8%

【初級】（n=618）

消費者庁のHPを

チェックしている

30%

食品表示に関するセミ

ナーを受講している

14%

業界団体からの情報を確認している

21%

食品表示検定協会の

HP、メールマガジン

をチェックしている

30%

その他

5%

【中級】（n=2,015）

消費者庁のHPを

チェックしている

30%

食品表示に関する

セミナーを受講し

ている

18%

業界団体からの情報を確認している

18%

食品表示検定協会の

HP、メールマガジン

をチェックしている

29%

その他

5%

【上級】(n=650)
その他の回答（一部抜粋）

・社内で情報の発信、共有

・改定されたテキストを購入

・社内セミナー

・業界仲間との情報交換

・食品表示コンシェルジュの活用

・上級合格者の食品表示活用研究会

・何もしていない
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【問7】食品表示に関する情報収集はどのようにされていますか
【業種別】＜複数回答可n＝3,283＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食品製造業

食品小売業

食品卸売業・商社

外食・中食産業

教員

公務員

コンサル

学生

その他

消費者庁のHPをチェックしている

食品表示に関するセミナーを受講している

業界団体からの情報を確認している

食品表示検定協会のHP、メールマガジンをチェックしている

その他

※業種の違いによる情報収集の仕方にさほど大きな違いは見られず、消費者庁のHP、食品表示検定
協会のHPやメルマガを利用されている方が多いようです。
※業界団体や社内での情報交換等をされている方も多くいらっしゃいます。
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※従業員数が50人を超える企業・団体では、約6割が資格を必須または推奨とされ、300人以上では
約7割、20人以下の企業・団体においても、5割近くが必須または推奨とされています。
企業の規模に関わらず、食品表示検定により社員の食品表示に関する力量を高めることへの関心
が高いことが伺えます。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20人以下

50人以下

100人以下

300人以下

301人以上

全員に必須資格としている 職種、階層により必須資格としている

全員に受験を推奨している 職種、階層により受験を推奨している

受験を必須又は推奨としていない その他

【問8】ご自身の勤務先、学校等での食品表示検定の対応はどうなって

いますか【規模(従業員数)別】 ＜n＝1,925＞
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食品製造業

食品小売業

食品卸売業・商社

外食・中食産業

教員

公務員

コンサル

学生

その他

全員に必須資格としている 職種、階層により必須資格としている

全員に受験を推奨している 職種、階層により受験を推奨している

受験を必須又は推奨としていない その他

※食品関連業界では資格を必須または推奨している割合が全体の7割近くとなっており、企業・組織
として、資格を取得することに意欲的に捉えられていることが分かります。
※合格者を輩出されている学校でも、学部・学科により6割近く推奨されています。
※教員・公務員の方々は自らの意思でご受験されている方が多く、教員の方は最初に自ら受験され、
その後学生に推奨するケースが多いようです。

【問8】ご自身の勤務先、学校等での食品表示検定の対応はどうなって

いますか【業種別】 ＜n＝1,925＞
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20人以下

50人以下

100人以下

300人以下

301人以上

合否にかかわらず全額 合格者に全額 合否にかかわらず一部 合格者に一部 全て本人負担 その他

※従業員数の多い少ないにかかわらず、何らかの形で勤務先より受験料の負担がある場合が多く、
全体でも6割を超えています。
※その他、回数制限を設けて勤務先負担、受験級により勤務先負担、また事前申請の場合に限り勤
務先負担とされているケースや、本人負担だが合格すると報奨金が出るという回答もありました。

【問9】受験料の負担についてはどうなっていますか【規模(従業員数)別】
＜n＝1,925＞
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食品製造業

食品小売業

食品卸売業・商社

外食・中食産業

教員

公務員

コンサル

学生

その他

合否にかかわらず全額 合格者に全額 合否にかかわらず一部 合格者に一部 全て本人負担 その他

※食品関連業界では、何らかの形で勤務先より受験料負担をされている場合が多く、全体の約7割
に上ります。
※教員・公務員の方々は自らの意思でご受験されている方が多いこともあり、自己負担での受験が
大半を占めるようです。

【問9】受験料の負担についてはどうなっていますか【業種別】
＜n＝1,925＞


